
　コミュニティ・スクール（※１）と地域学校協働活動（※２）を一体的に推進し、地域全体で子どもの学びや成長を支
える社会を目指します。
　令和７年度先行実施校（原町小学校、不動小学校、第一中学校）の地域学校協働活動を紹介します。
※１　コミュニティ・スクール：学校運営協議会を設置している学校のこと
※２　地域学校協働活動：地域と学校がパートナーとして連携・協働して行う
　　　様々な活動のこと

子どもたちの学びや成長を支える
地域学校協働活動

問い合わせ　生涯学習課（☎ 03-5722-9309　FAX 03-3715-3099）

地域の方々と協力して作

業を進めていくことが新

鮮で、とても勉強にな

りました。今回学べたこ

とを授業や地域の方 と々

の交流で生かしていきた

いです。

壁アートの作品をつくる

活動で、地域の方と交

流ができ、ボランティア

活動や地域が一体とな

る行事にとても興味をも

つことができました。

綱引き大 会で、

上級生のお姉さん

と仲良くなれたの

がうれしかった

子どもたちの笑顔とイキイキとした姿を見て、「地域応援団」

として家庭・学校・地域の潤滑油となり、「みんな元気に成

長してほしい」という強い願いをもって活動しています。

地域コーディネーター

お店体験をする３年生に、事前に洗足商店街の歴史や年間イベント

の紹介をしたことで、子どもたちは、これからお世話になるお店へ

の興味・関心が高まり、体験するのが待ち遠しくなったようでした。

地域コーディネーター

主
な
内
容
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令和８年度　教育委員会の予算
問い合わせ　教育政策課（☎ 03-5722-9300　FAX 03-5722-9332）

区教育委員会では、物価高騰対策やICT教育の充実に取り組むとともに、
さらなる安全・安心の確保、学校における働き方改革などを推進していきます。

令和８年度予算に盛り込んだ主な取組を紹介します

●区立小・中学校給食費保護者負担ゼロ 10億2,703万円
　物価高騰の影響を受ける児童・生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、給食費の保護者負担を
ゼロにします。

●自然宿泊体験教室の保護者負担軽減  1億200万円新規

　自律心や規範意識の育成などをねらいとして、小学校５年生から中学校１年生で実施する自然宿泊
体験教室において、体験学習料及び食事代等の公費負担を増額します。

●卒業記念アルバムの保護者負担軽減  4,293万円新規

　引き続く物価高騰の中で、保護者の経済的負担の軽減を図るため、卒業記念アルバムの作成費を補
助します。

物価高騰
対策

●ICTを活用した教育活動の推進 1億699万円
　昨年度更新した学習用情報端末を効果的に活用するため、引き続きGIGA支援員の配置等を行い、
児童・生徒の情報活用能力の育成を図ります。

●AIを活用した英会話練習サービスの導入  4,467万円新規

　区立中学校において、英語でのコミュニケーション能力の向上を図るため、学習用情報端末を用い
た英会話の練習（AI活用）ができるサービスを導入します。

ICT教育の
充実

●学校・園の安全管理強化 1,823万円
　子どもたちにとって、より安全・安心な学校・園とするため、校門周辺での見守りや敷地内及び施
設周辺の巡回等を行う警備員の配置等を行います。

●学校・園防犯カメラシステムの更新 1,191万円
　学校・園の安全管理を目的として設置している学校・園防犯カメラシステムの機器を更新します。

安全・安心の
確保

●エデュケーション・アシスタントの配置 1億3,877万円
　教員の負担軽減を図るため、小学校において副担任相当の業務を担う職員を人材派遣により配置します。

●教職員出退勤管理システム運用 6,715万円
　現行システムを更改し、勤務時間等の勤怠管理のさらなる効率化を図ります。

学校における
働き方改革

※数値は項目ごとに万円未満で四捨五入しています

教育費
予算額
内訳

小学校費 51.5％
189億1,676万円
小学校費 51.5％
189億1,676万円

教育総務費 24.9％
91億3,755万円
教育総務費 24.9％
91億3,755万円

中学校費 16.5％
60億4,860万円
中学校費 16.5％
60億4,860万円

生涯学習費 5.6％
20億4,872万円
生涯学習費 5.6％
20億4,872万円

幼稚園費 1.5％
5億3,966万円
幼稚園費 1.5％
5億3,966万円

令和８年度
教育費予算額￥

366億9,129万円
（前年度比59.3％増）
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子ども読書活動推進計画を策定しました

問い合わせ　八雲中央図書館（☎ 03-5701-2795　FAX 03-5701-2794）

　令和８年度から令和12年度までを期間とする、目黒区子ども読書活動推進計画を策定しました。
　本計画では、子どもたちが読書を通じて学びの基盤を獲得し、成長してからも高い知的好奇心を
持ち、生涯にわたり主体的に学び続けることを目指すとともに、大人も含め世代を超えた読書活動
の推進につなげていくことを目標としています。
　目標の実現のため、５つの基本方針及び５つの方向性を設定し、具体的な施策を実施していきます。

「めぐろエミール」のあるめぐろ学校サポートセンターは、
中目黒スクエア（中目黒2-10-13）に移転しました。

学習支援教室「めぐろエミール」をご利用ください

問い合わせ　めぐろ学校サポートセンター（☎ 03-3715-1531　FAX 03-3715-2846）

「めぐろエミール」は、学校を休みがちなお子さんを
対象に、安心して過ごせる居場所を提供し、子どもの
学びのサポートと自立の支援を行っています。
　支援拠点として「めぐろエミール」、

「東根住区センター児童館室外支援」のほか、
新しく「月光分室」を開室しました。

詳細はこちら ▲月光分室（こもれび目黒本町内）

５つの基本方針

　読書への関心を高める取組を行っていきます。
本に触れる機会を増やす取組

本との出合い事業の推進
子ども読書活動の啓発広報の推進 など

　多様な状況に置かれた子どもたちが本に接する機会を確保し
ていきます。

多様な子どもたちへのサポート

多様な資料の充実と周知
外国語を母語とする子どもに対するサービスの充実 など

　誰もがいつでもどこでも読書ができる機会を増やし、学びに
生かせるよう情報環境を整備します。

デジタル社会への対応

めぐろ電子図書館の周知 など

　子どもの視点を尊重し、自分たちで読書活動を推進していけ
る環境を整備します。

子どもの視点に立った読書活動の推進

読書記録ページの活用
中高生向けPRの充実 など

　子どもが読書により自発的、主体的、対話的な学習活動を行
うことができるよう、支援をしていきます。

自発的学習への支援
総合的な学習の支援
小学校と区立図書館の交流・連携 など

５つの方向性
■乳幼児（０～５歳程度）を対象とした読書活動の推進
■小学生（６～12歳程度）を対象とした読書活動の推進
■中高生世代（13～18歳程度）を対象とした読書活動の推進
■子どもの読書活動推進に関わる学校等関係機関の連携・協力
■子どもの読書活動推進に関わる担い手の育成

詳細はこちら
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令和７年度　受賞者（敬称略、 五十音順）　93名　２団体

団体 東山小学校合唱団　　東山小学校特設管弦楽クラブ

片山 郁美

坂井 奏介

谷岡 樹

行方 来実

春城 凜々子

柊 優

本間 彩夏

本原 成

和田 玄希

小２

池田 唯花

小花 斗羽

金 志愛

齊藤 陽真

髙橋 慶一郎

西脇 宗志

フォルダー 流太

北條 沙英

和田 奏人

渡辺 映之介

小３

石松 大知

岩片 樹七

近江 海

小川 紗生

川畑 芽生

澤浦 侑仁

椎 いち花

進藤 光

小４

鈴木 碧

田中 琴

丹野 友菜

土谷 立平

沼田 詩花

古瀬 瑞季

星川 律人

細谷 佳人

石澤 路依

川口 泰平

小林 恵麻

小栁 順平

杉浦 至

筒井 悠悟

長谷川 柊一

藤田 裕馬

堀江 七渚

堀口 心太朗

森山 瑠香

小５

阿部 拓真

鮎沢 更

井上 晴午

岩間 優花

宇野 絢斗

岸本 大旺

工藤 普

鞍田 惇

塩澤 怜香

小６

鈴木 悠斗

田中 菜々帆

鶴見 丈

正來 叶穏

増田 悠大

松園 公謙

山﨑 優衣

和田 壮希

伊藤 奏音

内 佑太

川口 莉愛奈

仲谷 心

小１

活躍しています！めぐろの子どもたち

令和７年度目黒区教育委員会

児童生徒表彰
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新井 羽楽

岡田 岳歩

柏木 桜太郎

宿利 珠子

関 大輝

野島 健太郎

服部 陽有人

水尾 莉乃

村田 瑞稀

望月 心遥

中１

岩間 愛実

大賀 絢月

小林 真優

佐藤 空斗

髙田 健太朗

鷹野 芙由佳

松園 一粋

宮下 瑞希

吉村 泰希

中２

石澤 真生

伊藤 友咲

今鹿倉 小鼓

栢割 漣太郎

塩田 啓翔

塩田 大翔

古川 千真

中３
　区教育委員会では、 様々な活動の場において優れた

活躍のあった児童 ・生徒の皆さんを表彰しています。

　１月29日に総合庁舎大会議室にて表彰式を行いま

した。 令和７年度から区立学校以外にも対象を広げた

結果、 過去最大の受賞者数となりました。

問い合わせ　教育政策課

（☎ 03-5722-9300　FAX 03-5722-9332）

表彰内容の詳細や表彰式の様子は

区ウェブサイトをご覧ください。
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問い合わせ　学校施設計画課（☎ 03-5722-9307　FAX 03-5722-9333）

　目黒南中学校および目黒西中学校の新校舎建設地となる、旧第九中学校および旧第十一中
学校について、１月末に校舎の解体工事が完了しました。
　目黒南中学校は、入札の結果、工事施工者が決定し、３月末から新築工事に着手しました。
工期は令和11年２月末までの予定であり、令和11年４月に新校舎へ移転予定です。
　一方、目黒西中学校は、合計３回の入札を実施しましたが、いずれも入札不調となりました。
今後、条件等を見直し、早期の工事施工者決定に向けて準備を進めていきます。

目黒南中学校・目黒西中学校の新校舎建設を
進めています

詳細はこちら

目黒南中学校

目黒西中学校

鷹番小学校新校舎の実施設計を進めています
　鷹番小学校の建て替えに向けて、令和７
年10月に策定した基本設計を踏まえて、現
在、実施設計を進めており、９月頃に策定
予定です。
　また、新校舎の建設にあたっては、既存
体育館を解体する必要があり、その代替と
して仮設体育館を設置します。工事は１月
より着手しており、７月中の完成を予定し
ています。

詳細はこちら

８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度
仮設体育館建設工事

新校舎建設工事
▼新校舎完成

校庭整備工事

解体工事（１期）

解体工事（２期）

住区センター棟建設工事（時期未定）

建て替えのスケジュール� ※今後の状況により、変更の可能性あり

　下目黒小学校の建て替え工事期間中に活用
する仮校舎（旧めぐろ学校サポートセンター）
については、令和７年８月に策定した基本設
計を踏まえて、更に詳細な検討を行い３月に
実施設計を策定しました。
　また、下目黒小学校の建て替えに向けて、
第一段階となる基本構想を策定するにあた
り、学校関係者、保護者、地域の皆さんな
どを構成員とする「目黒区立下目黒小学校新
校舎検討地域懇談会」を設置しました。
　２月に第１回地域懇談会を開催し、皆さ
んから多数ご意見をいただきました。
　いただいたご意見を踏まえ、７月頃を目
途に設計事業者を選定し、設計作業を進め
ていく予定です。

下目黒小学校の建て替えに取り組んでいます

▲第１回地域懇談会の様子

詳細はこちら

名称 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

下目黒小学校

旧めぐろ学校
サポートセンター
（仮校舎）

設計
解体・新校舎建設工事

新校舎
運用

整備工事

仮校舎運用

建て替えのスケジュール� ※今後の状況により、変更の可能性あり
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問い合わせ　教育指導課（☎ 03-5722-9313　FAX 03-3715-6951）

東京都小学生科学展特別賞受賞

受賞者
東山小学校
　柊 優さん

　東京都教育委員会が主催する東京都内の理数好き
の小学生が、自ら決めたテーマについて深く研究し
た成果を展示・発表する東京都小学生科学展で、目
黒区代表となった柊優さんの「と会のアズマヒキガ
エル大けんきゅう」が特別賞を受賞しました。

東京都中学生科学コンテスト受賞
受賞者
目黒中央中学校
　佐藤 空斗さん
　吉村 泰希さん
　宮下 瑞希さん

　東京都教育委員会が主催する東京都内の中学校等
に在籍する生徒が理科・数学等の能力を競い合い切
磋琢磨する東京都中学生科学コンテストの実技部門
において、目黒中央中学校の生徒３名が優秀賞を受
賞しました。

特別の教科 道徳
　牛田 祐子 主幹教諭（東根小学校）

　区では、優れた専門知識と指導技術をもつ授業力の高
い教員を授業スペシャリスト、授業改善に積極的に取り
組み、優れた実践を重ねている若手教員を授業アドバン
サーとして表彰しております。
※認定した当時の職名、学校名を記載しています

外国語科・外国語活動
　川村 克枝 主任教諭（東根小学校）

岡田 空 教諭（八雲小学校）
舘山 元貴 教諭（烏森小学校）
宮嵜 拓郎 教諭（烏森小学校）

松尾 大介 主任教諭（向原小学校）
矢野 有香 教諭（五本木小学校）
平野 旭 教諭（不動小学校）

授業アドバンサー 令和７年度は６名の教員を認定しました。

授業スペシャリスト 令和７年度は２名の教員を認定しました。
（前列）中央２名：目黒区立学校授業スペシャリスト
（後列）右から６名：目黒区立学校授業アドバンサー

目黒区立学校授業スペシャリスト・授業アドバンサー

道徳教育の要となる道徳の授業の中で、子ども

たちが、いかに悩み・葛藤しながらも多様な価

値観に触れ、自己を見つめられるか試行錯誤す

る日々です。今後も研鑽を重ね、中核となって

道徳教育の推進を図っていきたいと思います。

子どもたちが、「できた」「わかった」と実感し、英

語を学ぶ「楽しさ」を感じられる授業づくりを大切

にしています。一人ひとりの学びを丁寧に認め、

安心して挑戦できる学習環境を整えることを重視

しています。今後も実践を通して得た知見を授業

改善に生かし、指導方法を共有することで先生方

の授業力向上に貢献していきます。
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編集・発行 目黒区教育委員会
〒153-8573　目黒区上目黒2-19-15
☎ 03-5722-9432　FAX 03-5722-9332

⃝次の発行は令和８年11月13日の予定です。

◀区ウェブサイト

　子どもたち一人ひとりの学び
を最大限に引き出す教育活動を
実現させるため、教育委員会と
区立学校・園は、教員の働き方
改革を進めています。
　保護者と地域の皆さんには、
教育委員会等の取組へのご理
解・ご協力を引き続きよろしく
お願いします。

先生が子どもと向き合える時間を確保するために

問い合わせ　生涯学習課（☎ 03-5722-9309　FAX 03-3715-3099）

烏森小学校PTAが
優良PTA文部科学大臣
表彰を受賞
　この表彰は、会員の総意を十分に反映し、効果的
かつ適切な運営等が行われているPTAに贈られるも
のです。
　烏森小学校PTA（日髙圭悟会長）は、AI活用による
省力化と父親参加促進、地域連携強化等の実績によ
り受賞しました。

　区民の皆さんにご理解とご協力をいただけるよう教育施策に関する説明動画を公開します。説明動画を視
聴の上、アンケートフォーム等からご意見・ご感想をお寄せください。
　詳細は、５月下旬に区公式
ウェブサイトや保護者連絡
システム等によりお知らせ
いたします。

教育施策に関する説明動画の公開

問い合わせ　教育政策課（☎ 03-5722-9432　FAX 03-5722-9332）

配信方法　区公式YouTubeチャンネルめぐろTVで公開
公開開始　５月26日（火）から（予定）
内　　容　教育委員会の主な取組

▲受賞された鳥森小学校PTA役員の皆さん

期間中は、原則として学習指導や部活動などは行いません。

夏季休業期間中 ８月12日（水）から８月16日（日）
冬季休業期間中 12月28日（月）から令和９年１月４日（月）

令和８年度 長期休業期間中の教育活動停止日（※）

問い合わせ
教育指導課（☎ 03-5722-9313　FAX 03-3715-6951）

※この期間には、教職員の出勤はなく、
全ての学校業務を停止しています。
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